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直近のロシアの金融情勢について 

 このような金融市場の動きを受けて、同日、ロシア中

央銀行は臨時の金融政策決定会合を開催し、政策金

利である1週間物入札レポレートを1.5％引き上げ、7％

とすることを決定しました。  

 同中銀は声明の中で、今回の利上げの決定は、イン

フレリスク抑制およびボラティリティの高まった金融市

場の安定化を目指すためとしています。声明では直接

言及していませんが、市場では、利上げの目的はウク

ライナ情勢の緊迫化を受けた通貨ルーブルの防衛と

見られています。 

 同中銀の外国為替市場への介入もあり、ロシアルー

ブルは上昇に転じ、下落幅を縮小して取引を終えまし

た。 3月3日のニューヨーク外国為替市場では、ロシア

ルーブルが対米ドルで前週末比1％程度、対円で同

1.2％程度のロシアルーブル安となっています。ロシア

株式市場は、前週末比10.8％程度下落しました。    

 短期的には市場変動が大きくなることが見込まれま

すが、全面的な軍事衝突が回避されれば、金融市場

は落ち着きを取り戻すと考えられます。  

      

                              以上 

 

 

 

ウクライナ情勢の緊張高まる 

政策金利を5.5％から7％に引き上げ 

 3月1日にプーチン大統領が、ウクライナにロシア軍

を投入する方針について上院の同意を得たことや、オ

バマ大統領との電話協議でロシア軍の撤収を拒否し

たことなどを受けて、ウクライナ情勢の緊迫化による地

政学的リスクの高まりが懸念されました。 

 3月3日のロシアでは株式市場、ロシアルーブル相場

ともに、前週末から大幅に下落して始まりました。 

【図1】ロシアの政策金利と米ドル建て10年国債利回りの推移 

【図2】ロシアの株価指数（MICEX指数）の推移 

【図3】ロシアルーブルの対円・対米ドルレートの推移 

（出所）Bloombergデータより野村アセットマネジメント作成 
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※ニューヨーク時間17時頃の値。ただし、3月4日の為替レートは日本時間9

時頃の値。

（注）2013年9月16日より、主要政策金利をリファイナンス金利から 
1週間物入札レポレートに変更 
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